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県
一民
の
平
一均
寿
命
低
下

沖
縄
料
理
で
健
康
長
寿
を

沖
縄
県
民
の
平
均
寿
命
の
低
下
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
都

道
府
県
別
生
命
表
に
よ
る
と
、
男
性

４３
位
、
女
性
１６
位
で
あ
る
。

１
９
８
５
年
に
男
女
全
国
１
位
に

な
り
、
女
性
は
そ
の
２０
年
後
ま
で
維

持
し
た
。
従

っ
て
、
健
康
長
寿
の
島

（県
）
と
し
て
世
界
に
知
れ
渡

っ
て

い
る
。
現
役
世
代

（３０
～
５０
代
）
の
生

活
習
慣
病

（肝
臓
疾

患
や
糖
尿
病
）
に
よ

る
死
亡
率
が
全
国
１

一
位
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
者

一
数
も
多
く
、
数
年
後
に
最
下
位
に
落

一
ち
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
こ
こ

」
で
、
健
康
生
活
の
向
上
に
食
が
極
め

用
て
重
要
で
あ
る
根
拠
を
、
私
の
体
験

「
を
基
に
考
え
て
み
た
い
。

２０２
　
私
は
幼
少
か
ら
母
の
手
料
理
が
好

椰
き
で
あ
つ
た
。
そ
の
中
に
、
み
そ

麻
汁
、
ソ
ー
キ
汁
、
テ
ビ
チ
汁
、
イ
カ

汁

・
炒
め
、
豚
レ
バ
ー
汁

“
炒
め
、

野
菜
炒
め
、
ヘ
チ
マ
み
そ
炒
め
な
ど

が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
豚
肉
を
含
み

母
は
こ
れ
ら
の
多
く
に
昆
布
を
加
え

た
。
ま
た
、
正
月
、
彼
岸
、
お
盆
に

は
結
び
昆
布
が
際
立
ち
、
私
は
真

っ

先
に
食
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
食
品
化
学
の
分

野
を
大
学
で
専
攻
し
、
そ
の
職
に
就

い
た
後
、
モ
ズ
ク

（養
殖
）
、
昆
布

（北
海
道
）
、
イ
バ
ラ
ノ
リ

（北
部

の
伝
統
食
品
モ
ー
イ
）
、
ク
ビ
レ
オ

ゴ
ノ
リ

（北
部
）
、
ユ
ミ
ガ
タ
オ
ゴ

ノ
リ

（石
垣
）
、
モ
サ
オ
ゴ
ノ
リ

（同
）
、
ト
ゲ
キ
リ
ン
サ
イ

（宮

古
）
、
ア
ー
サ

（ヒ
ト
エ
グ
サ
、
養

殖
）
、
海
ブ
ド
ウ

（養
殖
）
、
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
を
学
生

に
提
供
し
て
研
究
成
果
を
出
し
、
国

内
外
の
学
会
で
発
表
し
て
は
論
文
に

ま
と
め
て
い
る
。
特
に
、
オ
キ
ナ
ワ

モ
ズ
ク
に
フ
コ
イ
ダ
ン
が
多
量
に
含

ま
れ
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
物
質
特

許
を
取
得
し
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
れ
ら
生
物
資
源
に
機
能
性
多
糖

類

（
フ
コ
イ
ダ
ン
、
ア
ル
ギ
ン
酸
、

寒
天
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
、
ラ
ム
ナ
ン

硫
酸
、
キ
シ
ラ
ン
、
ペ
ク
チ
ン
）
が

多
量
に
含
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
自
生
す
る
海
藻
類
を
利
用
し
た
伝

統
食
品
の
基
材
に
な

っ
て
い
る
。

私
の
食
生
活
の
中
心
に
昆
布
と
モ

ズ
ク
が
あ
る
。
特
に
、
前
者
を
テ
ビ

チ
、
ソ
ー
キ
、
み
そ
汁
に
加
え
、
月

に
約
１５
日
食
し
て
い
る
。
テ
ビ
チ

（豚
足
）
の
重
要
性
を
認
識
し
た
の

は
二
十
数
年
前
で
あ

っ
た
。
具
志
川

市

（現
う
る
ま
市
）
で
開
催
さ
れ
た

「健
康
と
長
寿
」
に
関
す
る
講
演
会

で
、
多
く
の
年
配
者
に
重
要
性
を
訴

え
た
。
テ
ビ
チ
に
含
ま
れ
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
は
極
め
て
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質

で
、
親
和
性
が
高
く
、
血
管
や
皮
膚

の
み
な
ら
ず
、
全
身
の
組
織
の
機
能

性
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ま
た
、
冷
蔵
モ
ズ
ク
を
適
量
取

り
出
し
て
汁
物
に
加
え
、
酢
じ
ょ
う

ゆ
味
に
し
て
食
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
食
習
慣
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
私
の
体
は
多
く
の
同
年
の
友
人

と
比
較
し
て
１０
～
１５
歳
若
い
。

こ
の
１０
年
来
、
沖
縄
料
理
食
堂
が

激
減
し
た
。
現
役
世
代
が
離
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に

沖
縄
料
理
の
多
く
は
健
康
維
持

・
向

上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
３０
～

５０
年
後
の
自
身
を
想
像
し
て
、
即
実

践
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（沖
縄
市
、

琉
球
大
学
名
誉
教
授
、
７５
歳
）
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